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これまでも、Naive Bayes分類器や SVM( Support Vector Machine)など教師あり機械学習によるラ
ベル推定手法が知られており、両手法とも複数のラベルを推定するマルチラベリングへと拡張されている。ま











































ろに特徴がある。論文の構成は、第 2 章で関連研究を概観した後に、第 3 章で提案する階層化推定
法の枠組みを詳細に述べている。第 4 章では、未知のツイートに複数の局面をラベルとして付与す











































平成 28年 1月 25日、図書館情報メディア研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席
のもと、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。引き続き、「図
書館情報メディア研究科博士後期課程（課程博士）の学位論文審査に関する内規」第 23項第 3号に
基づく最終試験を行い、審議の結果、審査委員全員一致で合格と判定された。 
 
【結論】 
よって、本学位論文の著者は博士（情報学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認められる。 
